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高
崎
で
俳
句
の
道
を
歩
ん
だ

村
上
鬼
城

　
村
上
鬼
城（
本
名
・
村
上
荘
太
郎
）は
、慶

応
元（
1
8
6
5
）年
に
江
戸
で
生
ま
れ
、8

歳
の
時
に
家
族
と
と
も
に
高
崎
へ
移
り
住
ん

だ
。当
初
は
軍
人
を
志
し
た
が
、耳
が
不
自
由

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
断
念
。そ
の
後
は
裁
判
所

で
働
き
な
が
ら
俳
句
に
親
し
み
、正
岡
子
規

や
高
浜
虚
子
に
俳
句
を
学
ん
だ
。

　
後
に
は
司
法
代
書
人
と
し
て
働
き
な
が
ら

創
作
を
続
け
た
鬼
城
。難
聴
を
抱
え
な
が
ら

も
俳
句
へ
の
情
熱
を
失
う
こ
と
な
く
、身
の
回

り
の
自
然
や
人
々
の
暮
ら
し
に
目
を
向
け
続

け
た
。自
ら
の
日
常
や
境
遇
の
中
に
あ
る
喜

び
、寂
し
さ
、命
の
姿
を
見
つ
め
た
こ
と
が
、

鬼
城
の
作
品
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
34
歳
の
時
、俳
句
雑
誌『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』に

初
入
選
。そ
の
後
、同
誌
の
同
人
と
な
り
、明

治
・
大
正
・
昭
和
を
通
じ
て
俳
壇
で
活
躍
し
、

数
多
く
の
作
品
を
残
し
た
。代
表
句
に
は「
元

旦
や
赤
城
榛
名
の
峰
明
か
り
」「
ゆ
さ
ゆ
さ
と

大
枝
ゆ
る
る
桜
か
な
」「
小
鳥
こ
の
頃
音
も
さ

せ
ず
に
来
て
居
り
ぬ
」「
冬
蜂
の
死
に
と
こ
ろ

な
く
歩
き
け
り
」な
ど
が
あ
る
。自
然
や
生
き

物
、日
々
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
た
句
の
数
々

は
、今
も
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
鬼
城
は
昭
和
13（
1
9
3
8
）年
9
月
17

日
、並
榎
町
の
自
宅
で
7
3
年
の
生
涯
を
閉

じ
た
。市
内
に
は
鬼
城
ゆ
か
り
の
場
所
も
残

り
、倉
賀
野
町
の
養
報
寺
に
建
つ
鬼
城
最
初

の
句
碑
や
、若
松
町
の
龍
廣
寺
に
あ
る
墓
は

高
崎
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。高
崎

市
で
は
、そ
の
文
業
と
人
と
な
り
を
後
世
へ

伝
え
る
た
め
、現
在
も
村
上
鬼
城
顕
彰
俳
句

大
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

子
規
・
虚
子
と
の
交
流
を

手
紙
な
ど
で
紹
介

　
今
回
の
特
別
企
画
展
で
は「
鬼
城
と
子
規
・

虚
子
」を
テ
ー
マ
に
、常
設
展
で
は
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
手
紙
な
ど
を
展
示
す
る
。

　
近
代
俳
句
の
革
新
を
進
め
た
正
岡
子
規

と
、俳
句
雑
誌『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』を
発
展
さ
せ

た
高
浜
虚
子
。二
人
と
の
出
会
い
と
交
流
は
、

鬼
城
が
俳
人
と
し
て
歩
む
上
で
大
き
な
意
味

を
持
っ
た
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、

作
品
だ
け
で
な
く
手
紙

な
ど
の
資
料
を
通
し
て

三
人
の
つ
な
が
り
を
た

ど
る
こ
と
が
で
き
る
。完

成
し
た
俳
句
だ
け
で
は

見
え
て
こ
な
い
交
流
や
、

そ
の
時
代
を
生
き
た
俳

人
た
ち
の
息
遣
い
に
触

れ
る
こ
と
で
、鬼
城
の
作

品
を
こ
れ
ま
で
と
は
違

っ
た
角
度
か
ら
味
わ
え

そ
う
だ
。

鬼
城
が
晩
年
を

過
ご
し
た
場
所
へ

　
会
場
と
な
る
村
上
鬼

城
記
念
館
は
、
鬼
城
が

晩
年
を
過
ご
し
た
「
鬼

城
草
庵
」と
、作
品
や
資

料
を
展
示
す
る
「
記
念

館
」の
2
棟
か
ら
な
る
。2
0
2
2
年
4
月
か

ら
高
崎
市
の
施
設
と
な
り
、鬼
城
の
文
業
や

暮
ら
し
を
現
在
に
伝
え
て
い
る
。

　
鬼
城
草
庵
に
は
カ
リ
ン
の
大
木
が
あ
り
、

鬼
城
が
暮
ら
し
て
い
た
当
時
の
面
影
を
色
濃

く
残
す
。1
階
の
和
室
や
2
階
の
書
斎
に
は
、

鬼
城
が
実
際
に
愛
用
し
た
文
机
や
硯
、火
鉢

な
ど
が
当
時
の
ま
ま
展
示
さ
れ
て
い
る
。記
念

館
で
は
、自
筆
の
俳
句
や
俳
画
を
記
し
た
掛

軸
、屏
風
、色
紙
、自
筆
句
集
な
ど
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
作
品
を
読
む
だ
け
で
な
く
、鬼
城
が
実
際

に
暮
ら
し
、句
を
生
み
出
し
た
場
所
に
身
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
の
も
同
館
な
ら
で
は
。窓

の
外
の
景
色
や
庭
の
木
々
に
目
を
向
け
な
が

ら
、鬼
城
が
ど
の
よ
う
に
日
常
を
見
つ
め
、十

七
音
の
世
界
へ
と
結
び
付
け
て
い
っ
た
の
か
想

像
し
て
み
る
の
も
面
白
い
。

　
企
画
展
は
11
月
29
日
㈰
ま
で
の
金
・
土
・
日

曜
、祝
日
に
開
催
。時
間
は
10
時
〜
17
時
、入

館
は
16
時
30
分
ま
で
。観
覧
料
は
一
般
５
０
０

円
、中
学
生
以
下
と
65
歳
以
上
は
無
料
。高

崎
で
育
ち
、近
代
俳
句
を
代
表
す
る
俳
人
の

一
人
と
な
っ
た
村
上
鬼
城
。そ
の
足
跡
と
子

規
・
虚
子
と
の
交
流
を
た
ど
り
な
が
ら
、改
め

て
鬼
城
の
作
品
世
界
に
触
れ
て
み
て
は
。

近
代
俳
句
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
、「
境
涯
の
俳
人
」と
し
て
知
ら
れ
る
村
上
鬼
城
。幼
少
期
か
ら
生
涯
の
大
半
を
高
崎
で
過
ご
し

た
鬼
城
と
、俳
句
を
通
じ
て
結
ば
れ
た
正
岡
子
規
、高
浜
虚
子
と
の
交
流
を
紹
介
す
る
特
別
企
画
展「
鬼
城
と
子
規・虚
子
」が
、

11
月
6
日
㈮
か
ら
29
日
㈰
ま
で
、村
上
鬼
城
記
念
館
で
開
催
さ
れ
る
。

子
規
・
虚
子
と
の
交
流
を
た
ど
る

高
崎
が
育
ん
だ
俳
人
・
村
上
鬼
城

11/6(金)     

〜29(日)

◆
会
　
期
／
11
月
6
日
㈮
〜
29
日
㈰
の

　
　
　
　
　
　
　  

金
・
土
・
日
曜
、祝
日

◆
時
　
間
／
10
時
〜
17
時

               

（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

◆
会
　
場
／
村
上
鬼
城
記
念
館

　
　
　
　
　（
高
崎
市
並
榎
町
2
8
8
の
4
）

◆
観
覧
料
／
一
般
　
　
　
　 

5
0
0
円

　
　
　
　
　 

中
学
生
以
下
　     

無
料

　
　
　
　
　
65
歳
以
上
　
　
　
　
無
料

◆
問
合
せ
／
高
崎
市
文
化
課

　
　
　
　
　
℡
0
2
7
・
3
2
1
・
1
2
0
3

特
別
企
画
展

「
鬼
城
と
子
規
・
虚
子
」

特
別
企
画
展

2027年1月7日（木）18:30開演（17:30開場）

高崎芸術劇場 大劇場

ニューイヤー・コンサート2027

新年の幕開けを彩るニューイヤー・コンサート。
楽都ウィーンの伝統を受け継ぐ正統派オーケストラと
豪華ソリストとともにお届けします。
歌と踊りを交えた華やかで圧巻のステージをお楽しみください。

料 金
（税込）

出 演

曲 目

S席 9,000円（U-25 4,500円）
新年を祝うシャンパン付きチケット

S席 8,000円 │ A席 6,000円 │ B席 4,000円

※シャンパン（ノンアル変更可）、生チョコ・カヌレのセット

ソプラノ：ローレン・アーカート　
テノール：ズザボル・ブリックナー　
指揮：グイド・マンクージ　
ウィーン・フォルクスオーパー交響楽団
バレエ・アンサンブルSOVOPウィーン

【主催】高崎芸術劇場（公益財団法人 高崎財団）
【後援】オーストリア大使館／オーストリア文化フォーラム東京／
　　　　オーストリア政府観光局

ヨハン・シュトラウスⅡ世／
『皇帝円舞曲』作品437
ワルツ『美しく青きドナウ』作品314 ほか

（U-25 S席4,000円 │ A席3,000円 │ B席2,000円）

好 評
発売中

電 話Web
JR高崎駅東口から徒歩5分 〒370-0841 高崎市栄町9-1 

窓 口
■高崎芸術劇場チケットセンター

（10:00～18:00／無休）
027-321-3900 

受付開始日の10:00～ 24時間受付
高崎芸術劇場メンバーズ ▶

■高崎芸術劇場2Fチケットカウンター
　（10:00～18:00／無休）
■高崎市施設プレイガイド

©Davon Cass ©Naoya Ikegami/SUNTORY HALL

初診・再診ともに電話での予約可能 ☎027-388-8461

午前   8:45～12:30
午後 15:00～18:00

高崎市日高町403-2
旧道（旧高前線）信号「日高南」を西へ

●日帰り白内障手術
●神経眼科 
●ドライアイ
●コンタクトレンズ

●

ミスタータイヤマン中尾中

ヤオコー井野町

日高町南

17

関越道

井
野
駅

まゆずみ
眼科医院

木曜日・日曜・祝祭日

診療時間

休診日

●
●

犯罪被害者等支援
シンボルマーク

「ギュっとちゃん」

生活安全ニュース

高崎警察署 ☎027-328-0110

性犯罪被害
相 談 電 話

11月25日から12月1日は

「犯罪被害者週間」です「犯罪被害者週間」です

＃８１０３（ハートさん）＃８１０３（ハートさん）
ひとりで悩まずに、まずは相談してみませんか?

● 発信場所を管轄する都道府県警察の性犯罪被害相談電話につながります。
● 性別・年齢にかかわらず相談できます。匿名での相談も可能です。
● 秘密は守ります。　
● 緊急を要する場合は、１１０番通報をお願いします。

オーソモレキュラー分子栄養医学　｜　高崎講演会
自分のために、家族のために
知っておきたい栄養のこと

産婦人科医と考える、女性と未来の健康

【主催】 特定非営利活動法人 オーソモレキュラー分子栄養医学協会  〒150-0011 東京都渋谷区東1-6-13（事務局）　TEL：03-6696-5294

どなたでもご参加いただけます
詳細・お申し込みは下記サイトまで
https://ortho-261115.peatix.com

参加費
1,000円

会場： 高崎白銀ビル2別館  Room2 近隣に
有料駐車場あり

佐藤病院 院長
佐藤雄一 先生 金子俊之 先生 上野佐和子 先生

　
50
代
を
迎
え
る
頃
に
な
る

と
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

「
お
金
の
悩
み
」
が
見
え
始

め
る
。
自
身
の
老
後
資
金
は

も
ち
ろ
ん
、
親
や
自
分
の
介

護
、
相
続
、
年
金
な
ど
、
こ

れ
か
ら
先
の
暮
ら
し
に
つ
い

て
「
何
と
な
く
不
安
は
あ
る

け
れ
ど
、
何
か
ら
考
え
れ
ば

よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と

い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
そ
ん
な
将
来
の
お
金
に
つ

い
て
学
ぶ
「
50
代
か
ら
の
資

産
形
成
〜
介
護
・
相
続
・
老

後
資
金
の
こ
と
〜
」
が
11
月

11
日
㈬
と
14
日
㈯
、
G
メ
ッ

セ
群
馬
で
開
催
さ
れ
る
。

介
護
・
相
続
・
老
後
を

一
緒
に
考
え
る

　
セ
ミ
ナ
ー
の
特
徴
は
、
資

産
運
用
だ
け
に
焦
点
を
当
て

る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
で
身
近
に
な
っ
て

く
る
「
介
護
」
「
相
続
」

「
老
後
資
金
」
を
ま
と
め

て
考
え
る
こ
と
。

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
、
ど
の
よ
う
な
費
用

を
想
定
し
て
お
け
ば
よ
い

の
か
。
相
続
を
家
族
間
の

ト
ラ
ブ
ル
な
く
進
め
る
に

は
、
元
気
な
う
ち
か
ら
何
を

考
え
て
お
け
ば
よ
い
の
か
。

そ
し
て
、
年
金
や
貯
蓄
を
含

め
、
老
後
の
暮
ら
し
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
資
金
を
準
備

し
て
い
く
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
を
通
し
て
、
将
来

へ
の
備
え
を
整
理
し
て
い

く
。

　
家
族
構
成
や
健
康
状
態
、

現
在
の
資
産
状
況
に
よ
っ
て

必
要
な
準
備
は
人
そ
れ
ぞ

れ
。
ま
ず
は
自
分
に
と
っ
て

「
ど
ん
な
こ
と
に
、
ど
の
く

ら
い
備
え
る
必
要
が
あ
る
の

か
」
を
知
る
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
資
産
形
成
を
考
え
る

第
一
歩
と
な
る
。

50
代
か
ら
で
も
遅
く
な
い

資
産
形
成

　
老
後
が
現
実
味
を
帯
び
て

く
る
50
代
。
「
今
か
ら
資
産

形
成
を
始
め
て
も
遅
い
の
で

は
」
と
感
じ
る
人
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
資

産
形
成
は
単
に
お
金
を
増
や

す
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な

い
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
必

要
な
資
金
を
整
理
し
、
貯
蓄

や
資
産
運
用
な
ど
を
ど
の
よ

う
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く
か

を
考
え
る
こ
と
も
大
切
だ
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
物
価
の

上
昇
な
ど
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
資
産
を
長
く
活
用
し
て

い
く
た
め
の
考
え
方
や
、
自

分
に
合
っ
た
資
産
形
成
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
す

る
。

漠
然
と
し
た
不
安
を

整
理
す
る
き
っ
か
け
に

　
介
護
や
相
続
は
「
ま
だ

先
」
と
後
回
し
に
し
が
ち
だ

が
、
必
要
に
な
っ
て
か
ら
で

は
家
族
で
じ
っ
く
り
話
し
合

う
時
間
を
取
り
に
く
い
こ
と

も
。
元
気
な
う
ち
に
、
自
分

の
資
産
や
家
計
、
将
来
必
要

な
備
え
を
整
理
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
だ
。
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
安
心
し
て
過
ご
す
た

め
、
ま
ず
は
「
介
護
・
相

続
・
老
後
の
お
金
」
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
し
て
み
て

は
。

【
日
時
】
11
月
11
日
㈬
・
14

日
㈯

①
10
時
〜
11
時
30
分

②
14
時
〜
15
時
30
分

【
会
場
】G
メ
ッ
セ
群
馬 

小
会

議
室
3
0
3

【
定
員
】
各
回
20
名
（
先
着

順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
問
】
株
式
会
社
ワ
オ
ナ
ス

☎
０
１
２
０
・
506
・
５
２
７

※
申
込
は
QR
コ
ー
ド
か
ら

〜
介
護
・
相
続
・
老
後
資
金
を
ま
と
め
て
学
ぶ
マ
ネ
ー
セ
ミ
ナ
ー
〜

50
代
か
ら
考
え
る
「
こ
れ
か
ら
の
お
金
」

詳しくはこちら

ひとくち広告
楽　器

ヤマハ・カワイピアノ高額買取

ご不要のピアノ高価買取！　
査定無料　ピアノプラザ群馬
問屋町西1-3-10　　　　　　
　０１２０-４０-３２１５　

各社ピアノ高額買取

㈱音響楽器　　　　　　　　
倉賀野町4623-12　　　　　　
☎027-347-4520　　　　　　

ヤマハ・カワイピアノ高額買取

剪定1本からOK！ 草むしり、玄関周りだけから空家まで承ります！
☎027（370）1233

㈱ライフスタイル群馬
高崎市小八木町312-15

奥様感激事業

日・祝定休

・除草シート
・砕石敷き
・庭片付け

ザ・草むしり
植木の床屋さん

家の内外修理 小さな大工さん大工

庭
家・

生い茂ってしまった

相談承り中！

対
策空家・空地

高崎市外の方、遺骨のない方も
お申し込みいただけます

1.5m×2m区画
12㎡区画まであり

☎ 0120-64-1555（定休／火・水）

高崎西霊園高崎西霊園宗教
自由

高崎市乗附町2953-1　ぐるりんバス停より400m

詳しくはお問い合わせください

　
高
崎
の
秋
を
彩
る
伝
統
芸

能
公
演
「
第
40
回
た
か
さ
き

能
」
が
11
月
21
日
㈯
、
群
馬

音
楽
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
。
今
回
は
、
狂
言
「
福
の

神
」
と
能
「
安
宅
」
を
上

演
。
狂
言
方
大
蔵
流
・
山
本

東
次
郎
、
シ
テ
方
観
世
流
能

楽
師
・
観
世
喜
正
ら
が
出
演

し
、
節
目
と
な
る
40
回
目
の

舞
台
を
飾
る
。
午
後
１
時
開

場
、
２
時
開
演
。

　
狂
言
「
福
の
神
」
に
登
場

す
る
の
は
、
大
晦
日
の
夜
、

毎
年
欠
か
さ
ず
福
の
神
の
社

へ
参
詣
す
る
二
人
の
男
。

「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
と
豆

を
ま
い
て
い
る
と
、
福
の
神

が
姿
を
現
す
。
酒
を
求
め
な

が
ら
二
人
の
参
詣
を
喜
び
、

豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、

朝
早
く
起
き
、
人
に
慈
悲
の

心
を
持

ち
、
夫
婦

仲
良
く
過

ご
す
こ
と

が
大
切
だ

と
説
く
。

福
の
神
を

人
間
国
宝

の
山
本
東

次
郎
が
演
じ
、
め
で
た
く
朗

ら
か
な
世
界
を
届
け
る
。

　
後
半
の
能
「
安
宅
」
は
、

源
義
経
と
武
蔵
坊
弁
慶
の
逃

避
行
を
描
い
た
人
気
演
目
で

あ
る
。
壇
ノ
浦
の
合
戦
で
平

家
を
滅
ぼ
し
た
後
、
兄
・
頼

朝
の
不
興
を
買
っ
た
義
経
一

行
は
、
山
伏
に
姿
を
変
え
て

奥
州
平
泉
を
目
指
す
。
し
か

し
、
加
賀
国
安
宅
の
関
で
関

守
・
富
樫
に
行
く
手
を
阻
ま

れ
る
。

　
義
経
一
行
を
守
る
た
め
、

弁
慶
は
偽
り
の
「
勧
進
帳
」

を
読
み
上
げ
、
機
転
を
利
か

せ
な
が
ら
関
所
を
突
破
し
よ

う
と
す
る
。
主
従
の
絆
や
弁

慶
の
知
略
、
緊
迫
し
た
富
樫

と
の
や
り
取
り
が
見
ど
こ

ろ
。
「
安
宅
」
は
、
生
き
た

人
間
を
中
心
に
物
語
が
進
む

「
現
在
能
」
の
演
目
。
本
作

で
は
登
場
人
物
が
能
面
を
着

け
ず
に
演
じ
、
表
情
や
所
作

か
ら
も
物
語
の
緊
張
感
を
味

わ
え
る
。
観
世
喜
正
が
武
蔵

坊
弁
慶
を
勤
め
、
「
勧
進

帳
」
「
瀧
流
」
「
貝
立
貝

付
」
な
ど
見
応
え
あ
る
演
出

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
山
本
東
次
郎
は
重
要
無
形

文
化
財
保
持
者
（
各
個
認

定
・
人
間
国
宝
）
で
、
日
本

芸
術
院
会
員
。
観
世
喜
正
は

東
京
・
神
楽
坂
の
矢
来
能
楽

堂
を
中
心
に
国
内
外
で
公
演

を
重
ね
、
能
楽
の
普
及
活
動

に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
日

本
の
伝
統
芸
能
を
第
一
線
の

演
者
に
よ
る
舞
台
で
楽
し
め

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
そ
う

だ
。

　
ま
た
翌
22
日
㈰
に
は
同
会

場
で
「
第
59
回 

狂
言
を
観
る

会
」
も
開
催
。
「
射
狸
」

「
菓
争
」
を
上
演
す
る
。
両

公
演
を
楽
し
め
る
指
定
席
セ

ッ
ト
チ
ケ
ッ
ト
（
９
０
０
０

円
）
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、

窓
口
の
み
で
販
売
す
る
。

■
第
40
回 
た
か
さ
き
能

【
日
時
】
11
月
21
日
㈯
　
13

時
開
場
、
14
時
開
演

【
会
場
】
群
馬
音
楽
セ
ン
タ

ー
（
高
崎
市
高
松
町
28
の

２
）

【
演
目
】
狂
言
「
福
の

神
」
、
能
「
安
宅
」

【
料
金
】

前
売
：
指
定
席
５
０
０
０

円
、
一
般
自
由
席
３
０
０
０

円
。
大
学
生
（
自
由
席
）
１

０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
は

自
由
席
無
料

※
未
就
学
児
入
場
不
可

【
問
合
せ
】
た
か
さ
き
能

（
薪
能
）
実
行
委
員
会

☎
０
９
０
・
９
３
７
８
・
８

２
２
４

11
月
21
日
開
催

人
間
国
宝
・
山
本
東
次
郎
ら
が
出
演

第
40
回
「
た
か
さ
き
能
」


